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リ
ッ
ク
ス
ペ
U
ス
、
公
共
ス
ペ

U
ス
を
十
分
活
用
し
な
が
ら
活

動
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

―
―
中
間
支
援
組
織
に
つ
い

て
、
①
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

②
市
が
期
待
す
る
も
の
は
。

答
弁

①
機
能
論
と
し
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
支
援
、

情
報
の
収
集
・
提
供
、
ま
ち
づ

く
り
サ
ロ
ン
、
ま
ち
お
こ
し
と

い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
U

で
整
理
。

②
行
政
側
も
同
支
援
組
織
と
協

働
す
る
形
で
か
か
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
、
根
づ
か
せ
て
い
き
た

い
。

答
弁

具
体
的
に
期
間
を
定

め
て
の
点
検
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

る
。
た
だ
、
避
難
所
の
備
蓄
倉

庫
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

―
―
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
登
録
の
状
況
は
。

答
弁

２
月
の
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
実

行
す
べ
き
と
し
て
ス
タ
U

ト
。

３
月
１
日
の
広
報
等
で
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
現
在
15
団
体
300
人

以
上
の
協
力
が
得
ら
れ
た
。

三
位
一
体
改
革
は
、
国
と
地

方
の
関
係
を
こ
れ
ま
で
の
中
央

集
権
か
ら
地
域
主
導
・
地
域
主

権
を
基
本
と
す
る
も
の
に
抜
本

的
に
改
革
し
、
地
域
も
自
立
と

競
争
に
よ
っ
て
個
性
と
活
力
あ

る
地
域
特
性
を
創
世
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
自
治
体
は

自
治
体
自
身
の
自
治
力
で
行
政

課
題
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
を
強
め
る
と
と

も
に
、
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

す
る
財
源
不
足
の

中
で
、
多
く
の
自
治
体
が
行
政

改
革
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
久
留
米
市
も
こ
う
し
た
財

政
状
況
の
中
で
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
動
す
る
社
会
情
勢
や
政
府

の
動
き
を
と
ら
え
対
応
し
て
き

た
。
18
年
度
予
算
は
、
財
政
危

機
宣
言
時
の
目
標
で
あ
っ
た
財

政
調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
予
算

編
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

４
月
に
は
子
ど
も
セ
ン
タ
U

ひ
ば
り
と
ひ
ば
り
保
育
園
が
開

設
し
、
５
月
に
は
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
、
６
月
に
は
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
U

が
開
設
す
る
。

そ
の
中
で
も
子
育
て
支
援
の
大

き
な
課
題
の
待
機
児
解
消
は
急

務
で
あ
っ
た
。
保
育
園
児
の
定

員
増
・
延
長
保
育
、さ
ら
に
一
時

保
育
や
障
が
い
児
保
育
を
行
う

サ
U
ビ
ス
の
最
大
化
と
と
も
に

拡
充
が
図
ら
れ
、
保
育
の
質
・

量
と
も
に
充
実
さ
せ
た
内
容
で

あ
る
。
さ
ら
に
18
年
度
に
は
ス

ポ
U
ツ
セ
ン
タ
U
・
地
域
セ
ン

タ
U
な
ど
が
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
。
財
政
運
営
の
改

善
と
工
夫
を
加
味
し
、
市
民
ニ

U
ズ
に
沿
っ
た
各
施
設
で
の
事

業
展
開
が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

さ
ら
に
市
民
福
祉
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

次
に
消
防
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
へ
の
委
託
を
前
提
と
し
た

事
前
協
議
を
進
め
つ
つ
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
も
市
民
の

生
命
と
安
全
・
安
心
を
守
る
立

場
か
ら
努
力
し
て
お
り
、
評
価

す
る
。

ま
た
、
教
育
の
分
野
で
は
、

全
小
・
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
。
登
下
校
時
の
通
学
路

の
安
全
の
観
点
か
ら
も
、
防
犯

の
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
づ
く
り
の
充

実
を
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
お

願
い
す
る
。

こ
う
し
た
新
事
業
は
、
予
算

の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
い
ず

れ
も
市
民
サ
U
ビ
ス
の
拡
大
化

が
図
ら
れ
て
お
り
、
行
政
運
営

の
方
針
は
ま
さ
に
「
聖
域
な
き

構
造
改
革
」
「
官
か
ら
民
へ
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
、
自
己
責

任
の
原
則
に
立
ち
、
努
力
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
小
さ
な
市
役
所
で

質
の
高
い
サ
U
ビ
ス
を
市
民
の

皆
様
に
提
供
す
る
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
さ
ら
な
る
市
政
構
造

改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

以
上
の
意
見
に
よ
り
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

ま
た
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
過
大
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
立
し

た
特
別
会
計
を
目
指
し
た
予
算

に
賛
成
す
る
。
そ
の
他
の
予
算

案
は
意
見
を
付
す
る
こ
と
な
く

賛
成
す
る
。

平
成
18
年
度
の
予
算
は
財
政

調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
予
算
編

成
が
で
き
た
こ
と
を
高
く
評
価

す
る
。今
後
、地
方
分
権
が
進
む

中
、
地
方
自
治
体
の
財
政
は
自

主
・
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。

歳
入
の
厳
し
い
状
況
を
真
摯

し

ん

し

に

受
け
止
め
、
適
切
な
財
政
運
営

を
行
う
必
要
性
を
再
認
識
す
る

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
予
算
と
の
市

長
の
決
意
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
年
齢
を

重
ね
て
も
健
康
を
維
持
し
、
何

か
の
形
で
社
会
参
加
を
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
社
会
参

加
す
る
た
め
の
多
用
な
仕
組
み

の
構
築
の
検
討
を
し
て
い
く
と

の
市
長
の
考
え
に
期
待
す
る
。

健
康
で
長
寿
で
あ
り
た
い
と

誰
し
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
高
年
の
人
た
ち
が
、
介
護
保

険
を
利
用
せ
ず
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、
誰
で
も
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
場
の
提
供
を
望
む
。

男
女
が
共
に
働
け
る
環
境
と

し
て
、
保
育
園
の
利
用
は
、
大

変
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
待

機
児
童
の
解
消
の
た
め
に
市
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
講

じ
て
き
た
。
特
に
18
年
度
は
２

園
目
の
民
間
委
託
が
実
現
す
る
。

さ
ら
に
市
立
保
育
園
全
園
を
対

象
に
、
第
三
者
サ
U
ビ
ス
評
価

の
導
入
を
実
施
す
る
。
保
育
園

の
質
を
よ
り
高
く
保
ち
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場

と
し
て
の
提
供
を
望
む
。

こ
れ
か
ら
の
東
久
留
米
市
の

発
展
を
考
え
る
と
き
、
市
民
の

力
を
活
用
し
な
け
れ
ば
公
で
は

無
理
な
時
代
が
き
た
。
市
の
発

展
の
た
め
に
、
公
正
・
公
平
な

市
民
参
加
の
ル
U
ル
化
が
で
き

る
よ
う
慎
重
な
対
応
を
願
う
。

地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、地
域
産
業
の
育
成
・
振
興
・

活
性
化
を
目
指
し
、
地
域
産
業

振
興
会
議
を
立
ち
上
げ
、
希
少

価
値
の
あ
る
柳
久
保
小
麦
を
復

活
さ
せ
、
う
ど
ん
・
パ
ン
・
饅

頭
・
か
り
ん
と
う
の
製
品
化
を

実
現
さ
せ
た
。
農
・
商
・
工
の

地
域
産
業
の
発
展
と
地
域
経
済

の
活
性
化
に
期
待
す
る
。

本
年
５
月
、
市
民
の
健
康
を

守
る
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
U

「
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
」
が

オ
U
プ
ン
す
る
。
こ
の
施
設
の

中
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
機
能
と
し
て
の
「
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
U
」
が
開
設
さ

れ
る
。
子
育
て
に
悩
む
親
に
と

っ
て
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
施
設
で
あ
る
。
児
童
虐
待
な

ど
の
社
会
問
題
が
表
面
化
し
て

い
る
今
、
子
ど
も
と
家
庭
に
関

す
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
の
中

核
と
な
り
、
大
い
に
期
待
す
る
。

定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

は
、
経
常
歳
入
の
増
加
が
見
込

め
な
い
、
わ
が
市
に
と
っ
て
、

歳
出
に
占
め
る
人
権
費
比
率
が

高
い
状
況
か
ら
、
計
画
的
に
削

減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
般
、
第
３
期
の
定
員
適

正
化
計
画
が
５
年
計
画
と
し
て

示
さ
れ
た
。
こ
の
適
正
化
が
着

実
に
推
進
で
き
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
以
上
、
一
般
会
計
予

算
案
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
予

算
案
に
賛
成
す
る
。

平
成
18
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
５
特
別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た

り
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
３
面
か
ら
５
面
を
通
し
、
一
般
会
計
お
よ
び
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
案
の
歳
出
で
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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民

　

生
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民

　

生

　

費
―
―
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
の

補
助
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

個
別
に
対
す
る
補
助

は
考
え
て
い
な
い
が
、
家
具
転

倒
防
止
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ

の
啓
発
は
行
っ
て
い
る
。

―
―
防
災
倉
庫
の
点
検
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

防

災

・

防

犯

―
―
職
員
の
休
暇
届
は
個
人

情
報
か
。

答
弁

個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
個
人
情
報
で
あ
る
。

―
―
分
限
懲
戒
処
分
の
基
準

を
決
め
た
の
か
。

答
弁

現
在
、
最
終
的
な
調

整
に
入
っ
て
お
り
、
18
年
４
月

か
ら
施
行
し
て
い
き
た
い
。

職
員
服
務
・
分
限
懲
戒

―
―
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、

利
用
者
に
応
益
負
担
を
求
め
る

と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

東
京
都
の
減
免
を
行
う
に
は
市

か
ら
3.5
％
の
持
ち
出
し
と
聞
く
。

減
免
措
置
の
独
自
上
乗
せ
は
厳

し
い
と
い
う
が
、
実
施
の
方
向

で
検
討
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答
弁

東
京
都
が
提
案
す
る

上
乗
せ
制
度
に
は
市
の
負
担
が

あ
る
。
情
報
の
収
集
を
踏
ま
え

た
上
で
、
前
向
き
な
取
り
組
み

を
し
て
み
た
い
。

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
職
員
に

周
知
並
び
に
訓
練
を
実
施
。
非

常
通
報
シ
ス
テ
ム
を
事
務
室
を

中
心
に
設
置
。
こ
れ
は
不
法
侵

入
者
が
、
利
用
者
に
対
し
危
険

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
直

接
、
警
察
に
通
報
で
き
る
。
ま

た
、
夜
間
等
は
機
械
警
備
を
委

託
。
定
期
的
に
施
設
の
安
全
確

認
を
行
い
、
事
故
が
な
い
よ
う

環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
生
活
保
護
対
策

―
―
地
域
福
祉
推
進
事
業
に

伴
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
立
支
援
策
は
。

答
弁

家
事
援
助
や
食
事
サ

U
ビ
ス
等
の
従
前
型
（
旧
地
域

福
祉
振
興
事
業
）
の
助
成
は
14

年
度
に
終
了
。
そ
の
後
は
東
京

都
が
地
域
福
祉
推
進
事
業
に
よ

り
支
援
。
同
事
業
に
移
行
の
際

は
、
18
年
度
ま
で
と
の
経
過
措

置
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
年
度

に
よ
り
異
な
る
が
定
額
補
助
等
、

19
年
度
は
２
分
の
１
補
助
。
今

後
は
自
立
を
促
す
と
い
う
こ
と

で
施
策
を
見
直
し
て
い
る
。

―
―
生
活
保
護
受
給
者
は
、

昨
年
よ
り
約
55
名
増
え
て
い
る

が
扶
助
費
は
９
千
500
万
円
減
額

し
て
い
る
。
今
後
の
対
策
と
し

て
、
自
立
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁

17
年
度
、
就
労
に
よ

り
自
立
し
た
ケ
U
ス
は
、
延
べ

人
数
46
名
。
今
後
は
ハ
ロ
U
ワ

U

ク
Ｏ
Ｂ
等
の
活
用
を
図
り
、

自
立
促
進
を
図
り
た
い
。

上
記
（
３
〜
５
面
上
欄
）
の
よ
う
な
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月
27
日
の
本
会
議

で
各
会
派
の
賛
否
討
論
（
意
見
表
明
）
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
下
水
道
事
業
の
３
特
別
会
計
は
、
賛
成
多
数
で
、
老
人
保
健
・
受
託
水
道
事
業
の
２
特
別
会

計
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

公

明

公

明

党

公

明

党

財
政
健
全
化
で

市
民
本
位
の
市
政
を

市
の
自
治
力
を

ど
う
発
揮
す
る
の
か

行

財

政

改

革

―
―
行
政
評
価
制
度
に
お
け

る
、
施
策
成
果
ア
ン
ケ
U
ト
調

査
に
関
し
、
①
設
問
の
内
容
、

②
実
施
計
画
の
ロ
U
リ
ン
グ
へ

の
反
映
は
。

答
弁

①
設
問
の
設
計
は
、

文
言
修
正
は
し
た
が
、
大
筋
で

は
ほ
ぼ
前
回
と
変
わ
ら
な
い
。

②
４
月
か
ら
の
基
本
計
画
に
整

合
さ
せ
る
べ
く
検
討
し
て
い
く
。

―
―
ゼ
ロ
予
算
事
業
の
方
向

性
を
伺
う
。

答
弁

実
施
計
画
へ
の
掲
載

は
、
庁
内
啓
発
を
図
っ
た
も
の
。

18
年
度
に
６
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。市
民
と
の
協
働
で
、こ
れ

以
外
に
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

―
―
人
員
削
減
の
対
応
は
、

公
社
化
し
て
人
材
バ
ン
ク
を
創

設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁

今
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
像
は
な
い
が
、
今
後
十
二
分

に
検
討
し
て
い
く
。

―
―
市
民
生
活
館
は
建
物
を

含
め
公
売
に
。

答
弁

整
地
し
て
売
却
、
建

物
付
き
で
売
却
と
の
２
通
り
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
研
究

し
た
い
。

―
―
活
動
の
場
の
提
供
は
あ

る
の
か
。

答
弁

い
ろ
い
ろ
な
パ
ブ

公

立

保

育

園

子

育

て

支

援

―
―
第
三
者
評
価
で
保
育
の

質
を
検
証
し
た
上
で
、
今
後
の

施
策
展
開
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答
弁

来
年
度
行
う
第
三
者

サ
U
ビ
ス
評
価
や
既
存
の
民
営

化
保
育
園
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

調
査
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

―
―
税
制
改
正
に
伴
う
保
育

料
の
階
層
区
分
の
基
準
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

定
率
減
税
等
の
関
係

も
あ
り
、
共
通
業
務
運
用
指
針

を
踏
ま
え
、
次
の
サ
イ
ク
ル
で

考
え
て
い
く
形
に
な
る
が
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

を
除
く
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
午

前
８
時
半
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
。

体
制
は
、
保
育
士
お
よ
び
看
護

師
の
４
名
。
実
績
は
17
年
度
、

電
話
を
含
め
168
名
の
相
談
が
あ

っ
た
。
内
容
は
不
安
や
焦
燥
感

に
関
す
る
も
の
、
食
事
、
睡
眠
、

排
泄
、
遊
び
等
の
基
本
的
生
活

習
慣
の
相
談
、
児
童
の
発
育
や

発
達
、
夫
婦
や
祖
父
母
あ
る
い

は
近
隣
と
の
関
係
と
い
っ
た
家

庭
や
生
活
環
境
な
ど
で
あ
る
。

―
―
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
U
に
お
け
る
地
域
組
織
化
活

動
の
具
体
的
内
容
は
。

答
弁

地
域
へ
の
啓
発
活
動

と
し
て
の
講
座
、
各
グ
ル
U
プ

へ
の
援
助
・
組
織
化
を
目
的
と

し
た
グ
ル
U
プ
援
助
、
子
育
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
講
座

と
い
っ
た
支
援
。

―
―
児
童
館
の
防
犯
対
策
は
。

答
弁

第
一
義
的
に
対
応
マ

―
―
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
U
し
お
ん
の
利
用
状
況
は
。

答
弁

開
設
日
時
は
、
祝
日

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
U
ト
セ
ン
タ
U

予
算
討
論（
要
旨
）

予
算
案
に
対
す
る

各
会
派
の
意
見
表
明
その１

４
面
上
欄
に
続
く

４
面
下
欄
に
続
く


